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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
電力増幅器（１）中の出力トランジスタを、予め定められた温度値を超える温度から保護
するための構成であって、出力トランジスタの温度を感知し、前記予め定められた温度に
達する時に駆動回路（３）から電力増幅器（１）の入力への駆動電流に対して作用を及ぼ
すように適合された温度センサーを含み、ここにおいてそれが、減算回路（２）であって
、それの１つの入力を、温度センサーであって、それが前記予め定められた温度を超える
温度を検出するのに応答して電流を生成するように適合された温度センサー（Ｑ１，Ｑ２
，Ｑ３，Ｉ１，Ｄ１，Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４）へつながれ、それの他の入力を前記駆動
回路（２）へつながれ、更にそれの出力を電力増幅器（１）の入力へつながれた減算回路
（２）を含んでおり、前記減算回路（２）が、前記駆動回路（３）からの電流から、温度
センサー（Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３，Ｉ１，Ｄ１，Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，Ｒ４）によって生成され
る電流を差し引いて結果の電流を得て、この結果の電流を電力増幅器（１）の入力へ駆動
電流として供給するように適合されていて、前記結果の電流が前記予め定められた温度を
超える温度において前記出力トランジスタの温度に逆比例しており、
前記温度センサーは、抵抗（Ｒ１）と電流発生器（Ｉ１）との直列接続と、前記抵抗の両
端にそれぞれ接続されたベースとエミッタを有するトランジスタ（Ｑ１）と、前記トラン
ジスタ（Ｑ１）のコレクタ電流を増幅して前記駆動回路（３）からの前記電流から差し引
くべき前記電流を生成する増幅器（Ｄ１，Ｒ２，Ｑ２，Ｒ３）とを有し、前記抵抗（Ｒ１
）の抵抗値と前記電流発生器（Ｉ１）の電流値は、前記トランジスタ（Ｑ１）のベース・
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エミッタ経路を該トランジスタ（Ｑ１）がターンオンすべき前記予め定められた温度に対
応する電圧でバイアスする値に選択されていて、前記予め定められた温度を超える温度に
おいて、前記トランジスタ（Ｑ１）のコレクタ電流は温度の上昇と共に増加し、前記結果
の電流が前記出力トランジスタの温度に逆比例することを特徴とする構成。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は電力増幅器を保護するための構成に関するものであって、更に詳細には電力増幅
器中の出力トランジスタを、特定の温度を超える温度から保護するための構成に関する。
発明の背景
集積化された電力増幅器では、電力増幅器中の出力トランジスタに隣接して温度感知トラ
ンジスタを配置して、その出力トランジスタの温度を検出し、その温度が予め定められた
温度値に到達した場合に電力増幅器に対して作用を及ぼすようにすることが知られている
。
これらのいわゆる温度コントローラは、通常、余りに高いシリコン温度において、出力ト
ランジスタをより低温へ冷やすために、電力増幅器をターンオフさせるように動作する。
このより低い温度に達した時には、電力増幅器は再びターンオンされて、そして改めて温
度が上昇することになる。この余りに高い温度上昇の原因が相変わらず存在すれば、電力
増幅器はこれと同じように、ターンオフとオンとを交互に繰り返すことになろう。
電力増幅器がターンオフとオンとを交互に繰り返すということは、電力増幅器が、その動
作をマイクロプロセッサまたはコンピュータによって監視されている加入者ラインインタ
ーフェース回路等の出力段を含む場合には問題である。更に、例えば音声および／または
データをそのラインインターフェース回路を経由して送信することは、出力段の動作がこ
のような擾乱を受ける時は不可能となろう。
発明の簡単な開示
本発明の目的は、現代の温度コントローラに付随する問題を解消する構成を実現すること
である。
このことは、予め定められた値を越える温度において、本発明に従う構成が出力トランジ
スタの温度に逆比例するように電力増幅器の駆動電流を減らすことで達成される。上昇し
た温度において駆動電流が減らされるため、温度は電力増幅器の動作を妨げることなく自
動的に引き下げられよう。
例えば上述のラインインターフェース回路を通しての音声および／またはデータの送信は
、このように、電力増幅器によって供給されるライン電流が、例えば電話機等、そのライ
ンへつながれた装置が機能を停止するほどに小さくなるまでは、擾乱を受けない状態のま
まに留まることができる。
【図面の簡単な説明】
本発明は、添付図面を参照しながら以下により詳細に説明されよう。同図面には本発明に
従う、電力増幅器保護用の構成例の１つが図示されている。
好適実施例
この単一の図は、本発明に従って、電力増幅器１中の出力トランジスタ（図示されていな
い）を、予め定められた温度値を超える温度から保護するための構成例の回路図を示して
いる。
それ自体が既知のように、本発明に従う構成は温度感知トランジスタＱ１を含み、それは
図示されていないやり方で、電力増幅器１の出力トランジスタ（図示されていない）に隣
接して、それらの温度を検出するように配置されている。
しかし、出力トランジスタの温度を検出するために用いられるのは温度感知トランジスタ
だけではなく、例えばダイオード等、任意の適当な温度センサーを使用してもよい。
本発明に従えば、温度感知トランジスタＱ１は、以下で述べるように、第１の温度値と予
め定められたそれより高い第２の温度値との間の温度に対して、出力トランジスタの温度
に逆比例するように、電力増幅器１の駆動電流を変化させるように適合されている。
本発明に従う構成の例示実施例では、温度感知トランジスタＱ１のエミッタは供給電圧Ｖ
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ＣＣへつながれ、それのベースは一方で抵抗Ｒ１を経て供給電圧ＶＣＣへ、他方では電流
発生器Ｉ１を経てアースへつながれている。トランジスタＱ１のコレクタはトランジスタ
Ｑ２のベースとダイオードＤ１のアノードとの間の相互接続点へつながれている。ダイオ
ードＤ１のカソードは抵抗Ｒ２を介してアースへつながれている。トランジスタＱ２のエ
ミッタは抵抗Ｒ３を経てアースへつながれ、一方、それのコレクタは抵抗Ｒ４を介して供
給電圧ＶＣＣへつながれている。トランジスタＱ２のコレクタと抵抗Ｒ４との間の相互接
続点は、エミッタを供給電圧ＶＣＣへつながれたマルチコレクタ・トランジスタＱ３の第
１コレクタと共にベースへもつながれている。
トランジスタＱ３の第２コレクタは、それの第２入力端子を駆動回路３の出力端子へつな
がれ、それの出力端子を電力増幅器１の入力端子へつながれた電流減算回路２の１つの入
力端子へつながれている。駆動回路３は、それの出力端子上へ、電力増幅器１を駆動する
ための減算回路２の第２入力端子へ電流を出力するように適合されている。
減算回路２は、駆動回路３から受け取る電流から、トランジスタＱ３の第２コレクタから
受け取る電流を差し引いて、その結果の差分電流を駆動電流として電力増幅器１の入力端
子へ供給するように適合されている。
以下の説明に関して、それ自体既知のように、トランジスタのベース・エミッタ電圧はト
ランジスタの温度上昇と共に本質的に線形に減少することが想定されている。
本発明に従えば、トランジスタＱ１のベース・エミッタ経路は、そのトランジスタをター
ンオンして、電力増幅器１への駆動電流を減らすべき温度に対応する電圧にバイアスされ
ている。
この電圧は、抵抗Ｒ１の抵抗値と電流発生器Ｉ１中の電流値とによって設定される。
ダイオードＤ１およびトランジスタＱ２で形成される電流ミラーは、抵抗Ｒ２およびＲ３
と一緒に、トランジスタＱ１のコレクタ電流を増幅するための増幅器を構成する。
抵抗Ｒ４の抵抗値を選択することによって、この増幅器からの電流、すなわち、トランジ
スタＱ２のコレクタ電流に関するしきい値が設定される。このしきい値を超える電流に対
しては、マルチコレクタ・トランジスタＱ３は導通するであろう。このしきい値を超える
電流は、減算回路２の１つの入力端子へつながれたトランジスタＱ３の第２コレクタへミ
ラー複製される。
このように、トランジスタＱ３の第２コレクタからの電流は、駆動回路３からの電流から
差し引かれ、これによって電力増幅器１への駆動電流は低減されよう。この結果、出力ト
ランジスタ（図示されていない）の温度は低下しよう。
もし何らかの理由で、出力トランジスタの温度が上昇を続ければ、温度感知トランジスタ
Ｑ１を通る電流は増大するであろう。温度が余りに高くなれば、そしてそれによってトラ
ンジスタＱ１のコレクタ電流が余りに大きくなり、マルチコレクタ・トランジスタＱ３の
第２コレクタからの出力電流が、駆動回路３から減算回路２への入力電流と同じぐらいに
大きくなれば、減算回路２から電力増幅器１への駆動電流はゼロとなろう。従ってこの温
度で、電力増幅器１は、それの入力端子に入力の駆動電流が存在しないという事実のため
に、アイドル状態となろう。
抵抗Ｒ１の抵抗値および電流発生器Ｉ１の電流の大きさは、このように、電力増幅器への
駆動電流を減らすべき温度を決定する。
駆動電流は、電力増幅器１への駆動電流がゼロとなる温度まで減らされ続ける。この温度
は、トランジスタＱ１のコレクタ電流の増幅度を、駆動回路３からの電流の大きさに関連
して選択することで設定できる。
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